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革新的イセエビ幼生飼育技術の開発 
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目的 

幼生飼育による稚エビ生産を実用的なものとするため

に，飼育環境の好適化による幼生の成長の改善，イセエ

ビ幼生に給餌する人工飼料の改善による飼育の効率化，

薬剤を使用しない飼育の可能性の検討を目的として研究

を実施した。 

 

1. イセエビ幼生の飼育環境の改善 

方法 

 透明なアクリル樹脂で作製しているクライゼル水槽を

用いた飼育時の光環境の好適化を進めるため，クライゼ

ル水槽の両側面を黒シートで覆った場合と，覆わない場

合で幼生の成長・生残を比較した。設定した実験区は, 黒

シートで覆う区（黒シート区）と通常の条件である黒シ

ートで覆わない区（対照区）であり，それぞれの実験区

で 30L水槽 3 水槽を用いて実験を行った。用いた幼生は，

日令 47，体長 5.3mm の幼生 330 個体であり，それぞれ

の水槽に 55 個体を収容し，設定条件で１ヶ月間飼育を行

った。餌料として養成アルテミア（以下，アルテミア）

とムラサキイガイ生殖腺（以下，イガイ）を用い，水温

25℃，日長は 14L:10D に設定した。飼育水槽内（水槽中

央部の上向き）の明るさは，黒シート区で 1.3μmol/m2/s，

対象区で 2.2μmol/m2/s であり，黒シート区で若干暗かっ

た。飼育水槽は１週間に 1 回交換し，飼育実験の期間中

は薬浴を実施しなかった。 

  

結果 

実験終了時の生残率は，黒シート区，対照区ともに 96％

であり，いずれの実験区でも生残率は高く，差は見られ

なかった。実験終了時の体長は，黒シート区で 7.6±

0.2mm，対照区で 7.3±0.1mm であり，黒シート区で有意

に大きかった（p < 0.05）。以上のように，クライゼル水

槽を用いた飼育においては，水槽の両側面を黒シートで

覆うことで幼生の成長が改善することが明らかになった。 

 

2.イセエビ幼生の人工飼料の開発 

方法 

イセエビ幼生の飼育を効率的に行うために，調達が容

易な材料で作製できる人工飼料の開発を実施した。昨年

度は，単独給餌でも幼生の長期間の飼育が可能な人工飼

料の飼育に成功したものの，これまでの生物餌料と比較

して幼生の成長が劣ったことから，今年度は人工飼料の

摂餌状況をモニターする手法を検討するとともに，人工

飼料の作製法を違えた場合の幼生の摂餌量の変化を調査

し，人工飼料の改善の可能性を検討した。また，人工飼

料の原料としてスルメイカ肝臓を用いた場合の幼生の成

長改善効果の調査を行った。 

【実験 1】 

実験区として①昨年度の手法で作製した人工飼料のみ

を給餌する区，②従来どおりアルテミアとイガイを併用

する区を設定した。それぞれの実験区で 30ℓ水槽 2 水槽

を用い，各水槽に体長 12.2mm の幼生 25 個体を収容して

設定した飼餌料を給餌して１ヶ月間飼育した。幼生によ

る摂餌量の調査は，10 時～11 時の間の給餌から 7 時間後

まで，飼餌料を口にくわえている，または胸脚で保持し

ている幼生の割合（摂餌割合）を 1 時間毎に観察する方

法によった。調査は，飼育期間中の 11 日間で行った。 

【実験 2】 

実験 1 から，人工飼料を給餌した幼生の成長が劣るの

は摂餌量が少ないことが要因になっていると考えられた

ため，人工飼料の作製法を違えて幼生の摂餌量に及ぼす

影響を調査した。検討した人工飼料の作製法は，材料の

添加量を加減した 4 通りとした。実験に用いた幼生は平

均体長が 17.3mm であり，それぞれの実験区で 30ℓ水槽 1

水槽を用い，各水槽に幼生 20 個体を収容し，設定した人

工飼料を給餌して 2 週間飼育を行った。各飼料の摂餌状

況の調査は，実験の開始後に 4 回実施した。調査方法は

実験 1 と同様とした。 

【実験 3】 

実験 2 の結果最も摂餌量が多かった手法を用い，人工

飼料の原料としてアルテミア，ムラサキイガイとともに

スルメイカの肝臓を用いて作製した人工飼料を給餌し，

スルメイカ肝臓の添加効果を調査した。実験区として，

スルメイカ肝臓を材料として用いた区（スルメイカ区）

と生物餌料を給餌する対照区を設定し，体長約 20mm の

幼生 10 個体を実験に用いた。それぞれの実験区で 30ℓ水

槽 1 水槽を用い，各水槽に幼生 5 個体を収容し，設定し

た飼餌料を給餌して 1 ヶ月間飼育を行った。なお，実験

期間中に実験1の手法による摂餌量調査を6回実施した。 

 

結果 

【実験 1】 




